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平成27年度「若手農業 トップランナー塾」塾生募集要領

1 趣旨
柔軟な発想と大胆な行動力、経理会計力やマーケティングカを持って、本県農業の新
たなステージを切り開き、果敢に農業にチャレンジする「若手農業 トップランナー」を
育成するため、「若手農業 トップランナー塾」を開講し、塾生を募集するものです。

<県がめざす若手農業 トップランナーの姿>
① 青森県の各地域が地域力を発揮し、新たな付加価値を創造して自立した地域農業を実現
させ、これを将来世代へと引き継いでいく、自ら構想し、行動し、自立していく力強い若

手農業者

② 斬新な発想の源となる知識や経験の蓄積に積極的に取り組み、新たな付加価値を創造し、
ビジネスチャンスを生み出していく発想力を備えた若手農業者

③ 農業経営分析の基礎となる経理会計力を兼ね備えた総合的能力の高い若手農業者

3 対象者
意欲的な若手農業者で、下記の要件を満たす個人又はグループとします。

① 加工など新たな付加価値の創造につながる可能性に挑戦する者
② 自身の資質向上や農業経営能力のスキルアップに向けた研修に参加できる者
③ チャレンジプランを作成する意欲的な若手農業者
④ 現在就農又は就農が見込まれ、将来とも地域で農業に従事する者 (基礎技術
のある者)で、地域の担い手としての成長・発展が見込まれる者

※なお、塾活動への参加が良好でない者は、本塾から脱退させる場合があります。

4 募集人数
20名 (組)程度

5 参加料
無料  (塾開催会場までの交通費は参加者負担となります。なお、県外視察を行 う

塾生代表の旅費については県が負担します。)



6 応募締切
平成 27年 4月 28日 (火 )

7 応募方法等
(1)提出書類
別紙 「平成 27年度若手農業 トップランナー塾チャレンジプラン」
(2)応募方法
(1)の書類を最寄 りの各地域県民局地域農林水産部農業普及振興室へ郵送、FAX
又は直接持参のいずれかの方法で提出してください。

(3)提出先
東青地域県民局地域農林水産部農業普及振興室

T030-0801 〒与昇果TF芽斤田丁2-4-30   TEL 017-734-9990  FAX 017-734-8305

中南地域県民局地域農林水産部農業普及振興室

〒036-8345 弘前市大字蔵主町4 TEL 0172-33-4821 FAX 0172-34-4390
三人地域県民局地域農林水産部農業普及振興室

〒03卜 1101 八戸市大字尻内町字鴨田7 TEL 0178-23-3794 FAX 0178-27-3323
西北地域県民局地域農林水産部農業普及振興室

〒037-0046 五所川原市栄町10 TEL 0173-35-2345 FAX 0173-33-1345

上北地域県民局地域農林水産部農業普及振興室

〒034-0093 +和 田市西十二番町20-12 TEL 0176-23-4281 FAX 0176-25-7242

下北地域県民局地域農林水産部農業普及振興室

〒035-0073 むつ市中央1-1-8 TEL 0175-22-2685 FAX 0175-22-3212

(4)塾生の決定
募集終了後、「チャレンジプラン」の記載内容等を確認 して青森県構造政策課にお

いて、塾生を決定 します。

8 スケジュール (予定 )
4月 28日    チャレンジプラン募集締切
5月 中旬   平成27年度トップランナー塾生決定
6月 上旬   開講式。第 1回セミナー
7月 中旬   第2回セミナー
8月 18～ 19日  全国商談会アグリフードEXPO出展 (希望者は書類提出時にお知らせください。)
9月      巡回による塾生との意見交換
12月     第 3回セミナー、県外事例調査
1月 中旬   異業種交流会
2月 中旬   第4回経営セミナー
3月 下旬   成果発表会 0閉講式

※このほか、あおもリマルシェヘの参加もできます。

9 情報公開・情報提供
本事業の取組状況や成果については、随時、県のホームページや広報紙等で公開する

場合があります。

10 総合窓ロ
青森県農林水産部構造政策課担い手育成グループ

TEL 017-734-9463  FAX 017-734-8136

e―mail  kozoseisaku@pref.aOmori.lg.jp



平成 27年度若手農業 トップランナー塾チャレンジプラン

1 身上調書

氏名・団体名

(団体は、代表者名)

生年月日

及び性別

住  所 一Ｔ

連絡先 電 話

FAX
携帯

e一 mail

最終学歴から

就農するまで

の経緯

研修歴

主な資格、認

定農業者の有

無等

地域での活動

状況 (4Hク

ラブ、農協部会

等への加入状況

等)

賞罰
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事業の目的

(チャレンジテーマ)

※5年後の目標

農業経営概況

(生産作日、面積、専

業・兼業の別、経営主

の名前等)

取組概要

(作目、規模、取り

組む主な栽培技術及

び販売方法等 5年間

の取組みを記載 )

〈栽培関係〉

〈販売関係〉

〈経営管理関係〉

トップランナー

塾に期待するこ

と

2 チャレンジプラン

アグリフー ドEXPO I 全国商談会「アグリフー ドEXPO東京2015」 の参加について、該当する部分を

への参加者を募集 |○印で囲んでください。

しています。
   1   参加を希望する ・  参加しない

※本年度のアグリフードEXPO東 京2015の募集要件が 2小間 4社以内とな
っていますので、参加希望は早めにお知らせください。
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平成 27年度若手農業 トップランナー塾チャレンジプラン
(記載例 )

1 身上調書

氏名・団体名

(団体は、代表者名)

あおもり みらい

青森 未来

生年月日

及び性別

S62.4.2

(女 )

住  所 〒030-8570 青森市長島1-1-1

連絡先 電 話 017-OOO― △△△△     携帯 090-※※※※―□□□□
FAX 017-OOO― △△△△

e― mail    mirai_aOmo@****.  ip

最終学歴か ら

就農するまで

の経緯

H18年 3月  ○○○高校卒業
H20年 3月  青森県営農大学校卒業
H20年 4月 ～H22年 1月  〇〇種苗会社勤務
H22年 2月  就農 (5年 目)

研修歴 H22年 4月 ～ 3月  東西県民局農業普及振興室主催「若手農業育成講座」
H25年 8月 23～ 29日  AF」 主催 「農業経営力養成講座」

主な資格、認

定農業者の有

無等

大型特殊自動車免許 (農耕車に限る。)

地域での活動

状況 (4Hク

ラブ、農協部

会等への加入

状況等)

東西地区4Hク ラブ所属 (県連理事)

○○農協 トマ ト部会員

賞罰 特になし
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2 チャレンジプラン

事業の目的

(チャレンジテーマ)

※ 5年後の目標

新たに直売用の野菜導入による販路拡大と、りんごの体験型観光農園

開設

農業経営概況

(生産作日、面積、専

業・兼業の別、経営主

の名前等)

りんご 3

トマ ト 1
専業で従事

経営主氏名

h

O (パイプハウス :300坪 )

青森 元気 (父 )

取組概要

(作目、規模、取り

組む主な栽培技術及

び販売方法等 5年間

の取組みを記載)

く栽培関係〉

・直売用にスイートコーン、ほうれんそう、小松菜、ハーブなどを試作・販売す

る。

・観光農園向けの剪定、栽培管理の導入

〈販売関係〉

・仲間と組んで、即売会に参加する。

・観光農園の開設に向けて、県内外の観光農園を視察する

〈経営管理関係〉

・顧客管理技術、販売コス トの計算方法の習得を図る。

トップランナー

塾に期待するこ

と

先輩達の産地直売など新たな販売を自分も体験したい。また人脈をつ

くり、将来の経営計画に活かしたい。

アグリフー ドEXPO

への参加者を募集

しています。

全国商談会「アグリフードEXPO東京2015」 の参加について、該当する部分を

○印で囲んでください。

参加しない

※本年度のアグリフードEXPO東京2015の募集要件が2小間4社以内とな
つていますので、参加希望は早めにお知らせください。
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